
本稿は，市民の阿波おどりとの関わりとソーシャル・キャピタル（社会関係資本）の実態を学術的に
調べることを目的として，2023年６月中旬から７月末にかけて徳島阿波おどりの「連」に属する連員
を対象として実施したアンケート調査の結果をまとめたものである．本調査では，2022年 12月に徳島
市民を対象に実施した「阿波おどりと地域社会との関わり」に関するアンケート調査の調査票を一部改
変して用いた．主な結果は，以下の通りである．高い頻度で連の活動に参加した連員の割合は，コロナ
禍前の 2019年では 80％超であったが，コロナ禍の 2022年では 60％超に低下した．しかし，2023年に
はコロナ禍前の水準に回復した．また，コロナ禍では 90％弱の連員が練習やおどりの機会が減少した
と回答し，そのうち活動量が半分以上まで減少したと回答した割合は 60％超であった．ソーシャル・キャ
ピタルについては，付き合い・交流や社会参加の指標はコロナ禍の 2022年に低下し，2023年には回復
傾向にあることが確認された．信頼についてはほとんど変化が確認されなかった．

Ⅰ．はじめに

本稿は，市民の阿波おどりとの関わりとソーシャル・キャピタル（社会関係資本）の実態を学術的に
調べることを目的として，2023年６月中旬から７月末にかけて徳島阿波おどりの「連」に属する連員
を対象として実施したアンケート調査（以下，本調査）の結果をまとめたものである．本調査では，
2022年 12月に徳島市民を対象として実施した「阿波おどりと地域社会との関わり」に関するアンケー
ト調査の調査票を一部改変して用いた．
本調査の実施にあたり，まず，徳島市にぎわい交流課を通じて，二つの阿波おどり連の協会（阿波お

どり振興協会，徳島県阿波踊り協会）の連長会の場で有名連 2）（34連）の連長に調査票を配布（各連 25部）

1）  本調査の実施にあたり，阿波おどり振興協会と徳島県阿波踊り協会の連長，連員の皆様，徳島市にぎわい交流課に
は多大なるご支援とご協力をいただいた．ここに記して心より感謝申し上げます．本調査は，日本大学経済学部産業
経営研究所の助成（令和４年度 研究プロジェクト）を受けている．

2）  阿波おどり会館Webサイトによれば，有名連とは，阿波おどり振興協会や徳島県阿波踊り協会等に加盟し，卓越
した技量で観客を魅了する阿波おどり連のことで，毎年８月 12日から 15日に開催される阿波おどりの本番や阿波お
どり会館の公演，県外・海外の観光イベントへの参加等で一年を通じて活動している連を指す．（https://www.
awaodori-kaikan.jp/awaodoriren：2023年 10月１日確認）．
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し，つぎに，各連長から連員に回答を依頼する方法をとった．また，配布する際には，連内で性，年齢
構成に偏りが生じないように依頼した．調査票は配布数 850部（34連× 25部）に対して，７月末日ま
でに 376部が回収され，回収率は 44.2％であった．本調査は，徳島阿波おどりの有名連に所属する 15
歳以上の連員を対象として，コロナ禍前後の連員個人の連の活動との関わり，所属する連の実態，連員
個人の地域社会との関わりやソーシャル・キャピタル及び属性に関する設問と，「阿波おどりや地域社会」
に関する自由記述を含む 28問で構成されている．回答時の状況について答えてもらう設問の他に，い
くつかの設問は 2019年，2022年，2023年の３時点について，2019年と 2022年は当時の状況を思い浮
かべて，2023年は５月までの状況について回答を求めている．
本稿の構成は以下の通りである．第Ⅱ節では回答の集計結果と回答者属性をまとめている．第Ⅲ節で

は主な調査結果をまとめている．なお，付録に調査票を掲載する．

Ⅱ．集計結果

［１］阿波おどりの連との関わり
表１は，連員のコロナ禍前後の連との関わりについてまとめたものである．
問１は，連の活動への参加の程度である．2019年，2022年，2023年のいずれも最頻値は「ほぼすべ

ての活動に参加」であるが，2019年は 58.9％であったものが，2022年は 44.5％に低下し，2023年は
58.2％に回復している．「半分程度に参加」，「あまり参加しなかった」，「まったく参加しなかった」を
合わせた割合は，2022年は 36.3％であり，2019年の同割合が 18.1％であることから，コロナ禍におい
て連員の活動が制限されたことが確認される．
問２は，現在の連に所属したきっかけである．多重回答形式であり，376名の回答者が 439の回答，
つまり１回答者が平均 1.2個（回答者割合 116.8％）の回答を行っていることから，連に所属するきっ
かけは，複数あるというよりは一つであることが確認できる．最頻値は「連の知人に誘われたから」で
あり，ついで「自分で参加したいと思ったから」である．
問３は，現在の連に所属した時期である．最頻値は「社会人になってから」で 71.1％である．
問４は，現在の連に所属した年数である．最頻値は「20年以上」で 35.7％であり，10年以上が 65％
程度である．
問５は，連の活動にかかる年間の費用を，会費，踊り衣装一式，鳴り物一式に分けている．(a)会費
は最頻値が 3,000円で，2,000円，3,000円，5,000円で複数のピークが見られるが，中央値も最頻値と同
じ 3,000円である．(b)踊り衣装一式は 800円から 10万円のレンジがあり，3,000円，5,000円と１万円
で複数のピークが見られるが，中央値は最頻値と同じ 5,000円である．(c)鳴り物一式は 200円から 20
万円のレンジがあり，中央値は 6,000円である．
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表１．阿波おどりの連との関わり

 
 

 
 

  

 
 

問問11 連連のの活活動動へへのの参参加加のの程程度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

ほぼすべての活動に参加 212 163 214 58.9% 44.5% 58.2%
多くの活動に参加 83 70 80 23.1% 19.1% 21.7%
半分程度に参加 29 43 41 8.1% 11.7% 11.1%
あまり参加しなかった 11 45 25 3.1% 12.3% 6.8%
まったく参加しなかった 25 45 8 6.9% 12.3% 2.2%
計 360 366 368 100.0% 100.0% 100.0%

問問22 現現在在のの連連にに所所属属ししたたききっっかかけけ
回答数 回答者

回答数 割合 割合
連の知人から誘われたから 151 34.4% 40.2%
友達に誘われたから 69 15.7% 18.4%
家族に誘われたから 71 16.2% 18.9%
地域や町内会で誘われたから 1 0.2% 0.3%
自分で参加したいと思ったから 138 31.4% 36.7%
その他 9 2.1% 2.4%
回答数計 439 100.0% 116.8%
回答者計 376

問問33 現現在在のの連連にに所所属属ししたた時時期期
回答数 割合

小学生かそれ以前から 38 10.2%
中学生の頃から 13 3.5%
高校生の頃から 28 7.5%
高校卒業後の学生の頃から 27 7.2%
社会人になってから 266 71.1%
その他 2 0.5%
計 374 100.0%

問問44 現現在在のの連連にに所所属属ししたた年年数数
回答数 割合

1年未満 14 3.7%
1-3年未満 15 4.0%
3-5年未満 23 6.1%
5-10年未満 80 21.3%
10-20年未満 109 29.1%
20年以上 134 35.7%
計 375 100.0%

問問55 ((aa))  連連のの活活動動ににかかかかるる年年間間費費用用 ：：会会費費
回答数 割合

500円 2 0.9%
1,000 2 0.9%
1,500 2 0.9%
2,000 22 9.6%
2,400 3 1.3%
2,500 5 2.2%
3,000 97 42.2%
3,500 3 1.3%
3,600 9 3.9%
4,000 7 3.0%
4,500 1 0.4%
5,000 69 30.0%
6,000 1 0.4%
9,000 1 0.4%
10,000 6 2.6%
計 230 100.0%
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問問55 ((bb))  連連のの活活動動ににかかかかるる年年間間費費用用　　：：踊踊りり衣衣装装一一式式
回答数 割合

800円 1 0.3%
1,000 17 5.7%
1,500 2 0.7%
2,000 23 7.7%
3,000 39 13.1%
4,000 8 2.7%
4,500 1 0.3%
5,000 77 25.8%
6,000 5 1.7%
7,000 3 1.0%
7,500 4 1.3%
8,000 5 1.7%
9,000 1 0.3%
10,000 71 23.8%
12,000 1 0.3%
13,000 1 0.3%
15,000 11 3.7%
16,000 1 0.3%
20,000 15 5.0%
23,100 1 0.3%
25,000 1 0.3%
27,650 1 0.3%
30,000 3 1.0%
35,000 1 0.3%
40,000 2 0.7%
50,000 1 0.3%
80,000 1 0.3%
100,000 1 0.3%
計 298 100.0%

問問55 ((cc))  連連のの活活動動ににかかかかるる年年間間費費用用　　：：鳴鳴りり物物一一式式
回答数 割合

200円 1 1.5%
300 1 1.5%
1,000 4 5.9%
1,500 1 1.5%
2,000 2 2.9%
2,500 1 1.5%
3,000 10 14.7%
3,500 1 1.5%
4,000 1 1.5%
5,000 8 11.8%
6,000 5 7.4%
10,000 6 8.8%
12,000 1 1.5%
15,000 4 5.9%
17,000 1 1.5%
20,000 7 10.3%
30,000 3 4.4%
40,000 1 1.5%
50,000 5 7.4%
60,000 2 2.9%
100,000 1 1.5%
200,000 2 2.9%
計 68 100.0%
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［２］所属する連について
表２は，コロナ禍前後の所属する連の活動や課題についてまとめたものである．
問６は，所属する連の人数である．最頻値は「50‒100人未満」で 60.9％である．
問７は，コロナ禍で起きた連の活動の変化である．多重回答形式であり，368名の回答者が 1,372の

回答，つまり１回答者が平均 3.7個（回答者割合 372.8％）の回答を行っている．「練習に参加できる連
員が減少した」と「おどりを披露する機会が減少した」が高く，回答者割合で見ると，回答者の 86%
程度が同回答をコロナ禍における活動の変化に挙げている．
問８は，コロナ禍前と比較した 2022年の練習機会とおどりの機会である．これは，コロナ禍で起き

た連の活動の変化として，「練習に参加できる連員が減少した」と「おどりを披露する機会が減少した」
を挙げた回答者を対象としている．練習の機会も，おどりを披露する機会も「少し（1‒2割）減少」が
最も少なく，それ以上の減少に広く回答が分布していることから，どちらの機会も大きくコロナ禍で奪
われたことが確認できる．
問９は，連の活動における今後の課題である．多重回答形式であり，373名の回答者が 1,308の回答，
つまり１回答者が平均 3.5個（回答者割合 350.7％）の回答を行っている．「連員数の確保」と「若い連
員の確保」が高く，回答者割合で見ると，それぞれ回答者の 86.9%と 75.1％が同回答を連の活動の今後
の課題として挙げている．

表２．所属する連について
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表 2. 所属する連について 

 
  

問問66 所所属属すするる連連のの人人数数
回答数 割合

50人未満 26 7.0%
50-100人未満 226 60.9%
100-150人未満 73 19.7%
150人以上 46 12.4%
計 371 100.0%

問問77 ココロロナナ禍禍でで起起ききたた連連のの活活動動のの変変化化
回答数 回答者

回答数 割合 割合
特に変化はなかった 2 0.1% 0.5%
連を辞める人が増えた 146 10.6% 39.7%
練習場所が確保できなかった 41 3.0% 11.1%
練習や会合が減少した 258 18.8% 70.1%
練習に参加できる連員が減少した 319 23.3% 86.7%
おどりを披露する機会が減少した 318 23.2% 86.4%
連員同士の交流が減少した 270 19.7% 73.4%
その他 18 1.3% 4.9%
回答数計 1,372 100.0% 372.8%
回答者計 368

問問88 ココロロナナ禍禍前前とと比比較較ししたた22002222年年のの練練習習機機会会ととおおどどりりのの機機会会
練習 おどり 練習 おどり

回答数 回答数 割合 割合
少し（1-2割）減少 40 21 12.3% 6.3%
ある程度（3-4割）減少 66 58 20.2% 17.5%
半分程度減少 72 61 22.1% 18.4%
かなり（6-7割）減少 80 100 24.5% 30.1%
ほとんど（8割以上）なくなった 68 92 20.9% 27.7%
計 326 332 100.0% 100.0%

問問99 連連のの活活動動ににおおけけるる今今後後のの課課題題
回答数 回答者

回答数 割合 割合
特に課題はない 6 0.5% 1.6%
連員数の確保 324 24.8% 86.9%
連員の高齢化 157 12.0% 42.1%
若い連員の確保 280 21.4% 75.1%
活動資金の確保 98 7.5% 26.3%
おどりを披露する機会の確保 113 8.6% 30.3%
練習場所の確保 84 6.4% 22.5%
伝統技能の継承 134 10.2% 35.9%
活動への社会や住民等の理解 87 6.7% 23.3%
その他 25 1.9% 6.7%
回答数計 1,308 100.0% 350.7%
回答者計 373
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［３］地域社会との関わりとソーシャル・キャピタル
表３は，連員の地域社会との関わりとソーシャル・キャピタルについてまとめたものである．なお，

問 11から問 15の生活の質（Quality of Life：QOL）やソーシャル・キャピタルに関する設問は，コロ
ナ禍前の 2019年，コロナ禍の 2022年と 2023年の３時点の回答を求めている．
問 10は，居住する地域・町内への愛着である．最頻値は「愛着を感じている」で 54.0％である．「少

しは愛着を感じている」と合わせると，82.1%がポジティブな回答を行っている．
問 11は，生活全般と健康状態への満足度である．(a)生活全般への満足度の最頻値はいずれも５で

あるが，４以下を選択した割合は，2019年は 7.2％であるが，2022年は 36.1%に増加し，2023年は
16.3％に低下している．他方，６以上の割合は，2019年は 52.8％であるが，2022年は 27.2%に減少し，
2023年は 44.6％に回復している．(b)健康状態への満足度は，最頻値はいずれも５であるが，４以下を
選択した割合は，2019年は 8.5％であるが，2022年は 26.0%に増加し，2023年は 15.0％に低下している．
他方，６以上の割合は，2019年は 47.9％であるが，2022年は 32.0%に減少し，2023年は 41.4％に回復
している．
問 12は，家族と買い物や外食をする頻度と友人と学校・職場以外で会う頻度である．(a)家族と買

い物や外食をする頻度の最頻値はいずれの年も「月に１回～数回程度」であるが，「週に１回以上」と
合わせた割合は，2019年は 79.1％であるが，2022年は 62.5%に低下し，2023年は 75.2％に増加している．
(b)友人と学校・職場以外で会う頻度の最頻値はいずれの年も「月に１回～数回程度」であるが，「週
に１回以上」と合わせた選択割合は，2019年は 62.2％であるが，2022年は 35.3%に低下し，2023年は
51.1％に増加している．
問 13は，近所の人との付き合いと学校や職場の人との付き合いである．(a)近所の人との付き合い

の最頻値はいずれも「あいさつ程度の付き合い」であるが，より緊密な付き合い（「家族と同じような
付き合い」，「相談したり，生活面でも協力」，「日常的に立ち話をする」）は 2022年のコロナ禍で最も低
下している．(b)学校や職場の人との付き合いの最頻値はいずれの年も「日常的に立ち話をする」であ
るが，より緊密な付き合いは 2022年のコロナ禍で最も低下している．
問 14は，同じ地域・町内の顔見知りの人，同じ地域・町内の他人で知らない人，地域外・町外の他
人で知らない人への信頼度である．(a)同じ地域・町内の顔見知りの人への信頼度は，最頻値はいずれ
の年も「ある程度信頼できる」であるが，コロナ禍前後で大きな変化は確認されない．(b)同じ地域・
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回答数 回答者

回答数 割合 割合
特に課題はない 6 0.5% 1.6%
連員数の確保 324 24.8% 86.9%
連員の高齢化 157 12.0% 42.1%
若い連員の確保 280 21.4% 75.1%
活動資金の確保 98 7.5% 26.3%
おどりを披露する機会の確保 113 8.6% 30.3%
練習場所の確保 84 6.4% 22.5%
伝統技能の継承 134 10.2% 35.9%
活動への社会や住民等の理解 87 6.7% 23.3%
その他 25 1.9% 6.7%
回答数計 1,308 100.0% 350.7%
回答者計 373
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町内の他人で知らない人への信頼度は，最頻値はいずれの年も「ほとんど信頼できない」であるが，コ
ロナ禍前後で大きな変化は確認されない．(c)地域外・町外の他人で知らない人への信頼度は，最頻値
はいずれの年も「まったく信頼できない」であるが，コロナ禍前後で大きな変化は確認されない．
問 15は，阿波おどり以外の，地域の活動，ボランティア活動や市民活動，スポーツや趣味等の活動

への参加度である．(a)地域の活動への参加度は，最頻値はいずれの年も「活動が身近にない」であるが，
高い参加頻度（「週に１回以上」や「月に１回～数回程度」）の割合は 2022年のコロナ禍で最も低下し
ている．(b)ボランティア活動や市民活動への参加度の最頻値はいずれの年も「活動が身近にない」で
あるが，高い参加頻度の割合は 2022年のコロナ禍で最も低下している．(c)スポーツや趣味等の活動
への参加度の最頻値は，2019年と 2023年は「週に１回以上」であるが，2022年は「まったく参加して
いない」である．コロナ禍の 2022年は「まったく参加していない」の割合が増加し，「週に１回以上」
の割合が低下している．

表３．地域社会との関わりとソーシャル・キャピタル
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表 3. 地域社会との関わりとソーシャル・キャピタル 

 

問問1100 居居住住すするる地地域域・・町町内内へへのの愛愛着着
回答数 割合

愛着を感じている 202 54.0%
少しは愛着を感じている 105 28.1%
どちらともいえない 49 13.1%
あまり愛着を感じていない 13 3.5%
愛着を感じていない 5 1.3%
計 374 100.0%

問問1111 ((aa))  生生活活全全般般へへのの満満足足度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

0 3 10 2 0.8% 2.8% 0.6%
1 0 6 0 0.0% 1.7% 0.0%
2 3 28 7 0.8% 7.8% 1.9%
3 10 47 21 2.8% 13.1% 5.8%
4 10 39 29 2.8% 10.8% 8.0%
5 144 132 142 40.0% 36.7% 39.1%
6 25 22 36 6.9% 6.1% 9.9%
7 41 29 40 11.4% 8.1% 11.0%
8 62 24 47 17.2% 6.7% 12.9%
9 27 12 17 7.5% 3.3% 4.7%
10 35 11 22 9.7% 3.1% 6.1%
計 360 360 363 100.0% 100.0% 100.0%

問問1111 ((bb))  健健康康状状態態へへのの満満足足度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

0 5 9 3 1.4% 2.5% 0.8%
1 0 6 1 0.0% 1.6% 0.3%
2 4 17 9 1.1% 4.6% 2.5%
3 7 31 15 1.9% 8.5% 4.1%
4 15 32 27 4.1% 8.7% 7.4%
5 159 154 160 43.6% 42.1% 43.6%
6 17 26 25 4.7% 7.1% 6.8%
7 25 21 36 6.8% 5.7% 9.8%
8 61 38 44 16.7% 10.4% 12.0%
9 32 15 20 8.8% 4.1% 5.4%
10 40 17 27 11.0% 4.6% 7.4%
計 365 366 367 100.0% 100.0% 100.0%

問問1122 ((aa))  家家族族とと買買いい物物やや外外食食ををすするる頻頻度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 133 66 111 35.8% 17.8% 29.9%
月に1回～数回程度 161 166 168 43.3% 44.7% 45.3%
半年に1回～数回程度 36 65 47 9.7% 17.5% 12.7%
年に1回～数回程度 21 40 28 5.6% 10.8% 7.5%
数年に1回～数回程度 7 11 6 1.9% 3.0% 1.6%
まったくない 14 23 11 3.8% 6.2% 3.0%
計 372 371 371 100.0% 100.0% 100.0%

問問1122 ((bb))  友友人人とと学学校校・・職職場場以以外外でで会会うう頻頻度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 75 35 61 20.3% 9.4% 16.4%
月に1回～数回程度 155 96 129 41.9% 25.9% 34.7%
半年に1回～数回程度 66 80 93 17.8% 21.6% 25.0%
年に1回～数回程度 34 74 50 9.2% 19.9% 13.4%
数年に1回～数回程度 22 29 17 5.9% 7.8% 4.6%
まったくない 18 57 22 4.9% 15.4% 5.9%
計 370 371 372 100.0% 100.0% 100.0%

徳島阿波おどりの連員を対象とした「阿波おどりと地域社会との関わり」に関するアンケート調査報告（鷲見・川瀬・渡邊）
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表 3. 地域社会との関わりとソーシャル・キャピタル 

 

問問1100 居居住住すするる地地域域・・町町内内へへのの愛愛着着
回答数 割合

愛着を感じている 202 54.0%
少しは愛着を感じている 105 28.1%
どちらともいえない 49 13.1%
あまり愛着を感じていない 13 3.5%
愛着を感じていない 5 1.3%
計 374 100.0%

問問1111 ((aa))  生生活活全全般般へへのの満満足足度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

0 3 10 2 0.8% 2.8% 0.6%
1 0 6 0 0.0% 1.7% 0.0%
2 3 28 7 0.8% 7.8% 1.9%
3 10 47 21 2.8% 13.1% 5.8%
4 10 39 29 2.8% 10.8% 8.0%
5 144 132 142 40.0% 36.7% 39.1%
6 25 22 36 6.9% 6.1% 9.9%
7 41 29 40 11.4% 8.1% 11.0%
8 62 24 47 17.2% 6.7% 12.9%
9 27 12 17 7.5% 3.3% 4.7%
10 35 11 22 9.7% 3.1% 6.1%
計 360 360 363 100.0% 100.0% 100.0%

問問1111 ((bb))  健健康康状状態態へへのの満満足足度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

0 5 9 3 1.4% 2.5% 0.8%
1 0 6 1 0.0% 1.6% 0.3%
2 4 17 9 1.1% 4.6% 2.5%
3 7 31 15 1.9% 8.5% 4.1%
4 15 32 27 4.1% 8.7% 7.4%
5 159 154 160 43.6% 42.1% 43.6%
6 17 26 25 4.7% 7.1% 6.8%
7 25 21 36 6.8% 5.7% 9.8%
8 61 38 44 16.7% 10.4% 12.0%
9 32 15 20 8.8% 4.1% 5.4%
10 40 17 27 11.0% 4.6% 7.4%
計 365 366 367 100.0% 100.0% 100.0%

問問1122 ((aa))  家家族族とと買買いい物物やや外外食食ををすするる頻頻度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 133 66 111 35.8% 17.8% 29.9%
月に1回～数回程度 161 166 168 43.3% 44.7% 45.3%
半年に1回～数回程度 36 65 47 9.7% 17.5% 12.7%
年に1回～数回程度 21 40 28 5.6% 10.8% 7.5%
数年に1回～数回程度 7 11 6 1.9% 3.0% 1.6%
まったくない 14 23 11 3.8% 6.2% 3.0%
計 372 371 371 100.0% 100.0% 100.0%

問問1122 ((bb))  友友人人とと学学校校・・職職場場以以外外でで会会うう頻頻度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 75 35 61 20.3% 9.4% 16.4%
月に1回～数回程度 155 96 129 41.9% 25.9% 34.7%
半年に1回～数回程度 66 80 93 17.8% 21.6% 25.0%
年に1回～数回程度 34 74 50 9.2% 19.9% 13.4%
数年に1回～数回程度 22 29 17 5.9% 7.8% 4.6%
まったくない 18 57 22 4.9% 15.4% 5.9%
計 370 371 372 100.0% 100.0% 100.0%
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問問1133 ((aa))  近近所所のの人人ととのの付付きき合合いい
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

家族と同じような付き合い 8 5 6 2.1% 1.3% 1.6%
相談したり，生活面でも協力 14 11 20 3.7% 2.9% 5.3%
日常的に立ち話をする 84 66 83 22.5% 17.6% 22.1%
あいさつ程度の付き合い 230 241 221 61.5% 64.4% 58.9%
まったく付き合っていない 38 51 45 10.2% 13.6% 12.0%
計 374 374 375 100.0% 100.0% 100.0%

問問1133 ((bb))  学学校校やや職職場場のの人人ととのの付付きき合合いい
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

家族と同じような付き合い 10 9 11 2.7% 2.5% 3.0%
相談したり，生活面でも協力 90 79 90 24.6% 21.6% 24.5%
日常的に立ち話をする 212 199 204 57.9% 54.4% 55.6%
あいさつ程度の付き合い 46 70 52 12.6% 19.1% 14.2%
まったく付き合っていない 8 9 10 2.2% 2.5% 2.7%
計 366 366 367 100.0% 100.0% 100.0%

問問1144 ((aa))  同同じじ地地域域・・町町内内のの顔顔見見知知りりのの人人へへのの信信頼頼度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

とても信頼できる 6 5 7 1.6% 1.3% 1.9%
信頼できる 77 77 75 20.5% 20.5% 20.0%
ある程度信頼できる 224 219 222 59.7% 58.4% 59.2%
ほとんど信頼できない 51 56 55 13.6% 14.9% 14.7%
まったく信頼できない 17 18 16 4.5% 4.8% 4.3%
計 375 375 375 100.0% 100.0% 100.0%

問問1144 ((bb))  同同じじ地地域域・・町町内内のの他他人人でで知知ららなないい人人へへのの信信頼頼度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

とても信頼できる 0 1 1 0.0% 0.3% 0.3%
信頼できる 5 4 4 1.3% 1.1% 1.1%
ある程度信頼できる 99 96 98 26.5% 25.7% 26.2%
ほとんど信頼できない 176 176 181 47.1% 47.2% 48.4%
まったく信頼できない 94 96 90 25.1% 25.7% 24.1%
計 374 373 374 100.0% 100.0% 100.0%

問問1144 ((cc))  地地域域外外・・町町外外のの他他人人でで知知ららなないい人人へへのの信信頼頼度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

とても信頼できる 0 1 1 0.0% 0.3% 0.3%
信頼できる 3 3 3 0.8% 0.8% 0.8%
ある程度信頼できる 61 61 63 16.3% 16.4% 16.8%
ほとんど信頼できない 154 150 153 41.2% 40.2% 40.9%
まったく信頼できない 156 158 154 41.7% 42.4% 41.2%
計 374 373 374 100.0% 100.0% 100.0%

問問1155 ((aa))  地地域域のの活活動動へへのの参参加加度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 0 1 4 0.0% 0.3% 1.1%
月に1回～数回程度 20 9 18 5.3% 2.4% 4.8%
半年に1回～数回程度 27 22 27 7.2% 5.9% 7.2%
年に1回～数回程度 49 37 37 13.1% 10.0% 9.9%
数年に1回～数回程度 43 28 33 11.5% 7.6% 8.8%
まったく参加していない 85 107 96 22.7% 28.9% 25.7%
活動が身近にない 150 166 158 40.1% 44.9% 42.4%
計 374 370 373 100.0% 100.0% 100.0%
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問問1133 ((aa))  近近所所のの人人ととのの付付きき合合いい
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

家族と同じような付き合い 8 5 6 2.1% 1.3% 1.6%
相談したり，生活面でも協力 14 11 20 3.7% 2.9% 5.3%
日常的に立ち話をする 84 66 83 22.5% 17.6% 22.1%
あいさつ程度の付き合い 230 241 221 61.5% 64.4% 58.9%
まったく付き合っていない 38 51 45 10.2% 13.6% 12.0%
計 374 374 375 100.0% 100.0% 100.0%

問問1133 ((bb))  学学校校やや職職場場のの人人ととのの付付きき合合いい
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

家族と同じような付き合い 10 9 11 2.7% 2.5% 3.0%
相談したり，生活面でも協力 90 79 90 24.6% 21.6% 24.5%
日常的に立ち話をする 212 199 204 57.9% 54.4% 55.6%
あいさつ程度の付き合い 46 70 52 12.6% 19.1% 14.2%
まったく付き合っていない 8 9 10 2.2% 2.5% 2.7%
計 366 366 367 100.0% 100.0% 100.0%

問問1144 ((aa))  同同じじ地地域域・・町町内内のの顔顔見見知知りりのの人人へへのの信信頼頼度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

とても信頼できる 6 5 7 1.6% 1.3% 1.9%
信頼できる 77 77 75 20.5% 20.5% 20.0%
ある程度信頼できる 224 219 222 59.7% 58.4% 59.2%
ほとんど信頼できない 51 56 55 13.6% 14.9% 14.7%
まったく信頼できない 17 18 16 4.5% 4.8% 4.3%
計 375 375 375 100.0% 100.0% 100.0%

問問1144 ((bb))  同同じじ地地域域・・町町内内のの他他人人でで知知ららなないい人人へへのの信信頼頼度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

とても信頼できる 0 1 1 0.0% 0.3% 0.3%
信頼できる 5 4 4 1.3% 1.1% 1.1%
ある程度信頼できる 99 96 98 26.5% 25.7% 26.2%
ほとんど信頼できない 176 176 181 47.1% 47.2% 48.4%
まったく信頼できない 94 96 90 25.1% 25.7% 24.1%
計 374 373 374 100.0% 100.0% 100.0%

問問1144 ((cc))  地地域域外外・・町町外外のの他他人人でで知知ららなないい人人へへのの信信頼頼度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

とても信頼できる 0 1 1 0.0% 0.3% 0.3%
信頼できる 3 3 3 0.8% 0.8% 0.8%
ある程度信頼できる 61 61 63 16.3% 16.4% 16.8%
ほとんど信頼できない 154 150 153 41.2% 40.2% 40.9%
まったく信頼できない 156 158 154 41.7% 42.4% 41.2%
計 374 373 374 100.0% 100.0% 100.0%

問問1155 ((aa))  地地域域のの活活動動へへのの参参加加度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 0 1 4 0.0% 0.3% 1.1%
月に1回～数回程度 20 9 18 5.3% 2.4% 4.8%
半年に1回～数回程度 27 22 27 7.2% 5.9% 7.2%
年に1回～数回程度 49 37 37 13.1% 10.0% 9.9%
数年に1回～数回程度 43 28 33 11.5% 7.6% 8.8%
まったく参加していない 85 107 96 22.7% 28.9% 25.7%
活動が身近にない 150 166 158 40.1% 44.9% 42.4%
計 374 370 373 100.0% 100.0% 100.0%
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問問1155 ((bb))  ボボラランンテティィアア活活動動やや市市民民活活動動へへのの参参加加度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 3 3 4 0.8% 0.8% 1.1%
月に1回～数回程度 14 11 14 3.7% 3.0% 3.8%
半年に1回～数回程度 19 10 19 5.1% 2.7% 5.1%
年に1回～数回程度 32 22 29 8.6% 5.9% 7.8%
数年に1回～数回程度 34 28 27 9.1% 7.5% 7.3%
まったく参加していない 114 137 121 30.5% 36.9% 32.5%
活動が身近にない 158 160 158 42.2% 43.1% 42.5%
計 374 371 372 100.0% 100.0% 100.0%

問問1155 ((cc))  ススポポーーツツやや趣趣味味等等のの活活動動へへのの参参加加度度
2019年 2022年 2023年 2019年 2022年 2023年
回答数 回答数 回答数 割合 割合 割合

週に1回以上 80 52 79 21.4% 13.9% 21.2%
月に1回～数回程度 74 70 68 19.8% 18.7% 18.2%
半年に1回～数回程度 24 30 31 6.4% 8.0% 8.3%
年に1回～数回程度 36 31 32 9.6% 8.3% 8.6%
数年に1回～数回程度 26 27 21 7.0% 7.2% 5.6%
まったく参加していない 59 84 68 15.8% 22.5% 18.2%
活動が身近にない 75 80 74 20.1% 21.4% 19.8%
計 374 374 373 100.0% 100.0% 100.0%
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［４］回答者属性
表４は，回答者の属性についてまとめたものである．なお，「阿波おどりと地域社会との関わり」に

関するアンケート調査は，本来，徳島市民を対象とした調査であるが，連員調査については，居住地に
関係なく，二つの協会の有名連に属する個人に回答を依頼している．
問 16は，性別であり，男性 49.1%，女性 50.4％，その他 0.5%である．
問 17は，居住地であり，回答者の 66.7％が徳島市民，32.0％が県内市町村居住者，1.3％が県外居住

者である．
問 18は，徳島市民の連員の居住地区である．「北井上地区」以外に居住しており，「加茂名地区」が

最頻値である．
問 19は，居住地での居住年数である．５年未満が少なく全体の 17.5％であり，他方 30年以上は
29.5％である．
問 20は，学歴であり，「高等学校卒」が最頻値であり，ついで「大学卒」の割合が高い．
問 21は，コロナ禍前の 2019年とコロナ禍の 2022年における世帯（生計を共にしている）人数である．
2019年は「４人」が最頻値であるが，2022年は「３人」が最頻値である．
問 22は，2019年と 2022年における世帯構成であり，いずれの年でも「親と末子 18歳未満」が最頻

値であり，ついで「親と末子 18歳以上」が多い．
問 23は，2019年と 2022年における年齢区分である．いずれの年でも「40歳代」が最頻値であり，

30歳代以下は 40%前後である．
問 24は，2019年と 2022年における主な職業である．いずれの年でも「正社員」が 60％弱で最頻値
である．
問 25は，2019年と 2022年における婚姻状況である．いずれの年でも「既婚」が 60％前後で最頻値
であり，「未婚」が 30%程度である．
問 26は，2019年と 2022年における住まいの状況である．いずれの年でも「持家・戸建て」が 70％

前後で最頻値であり，ついで「借家・集合住宅」が 20%程度である．
問 27は，2019年と 2022年における世帯年収である．2019年は「500‒600万円未満」が 12.8％で最
頻値であるが，2022年は「300‒400万円未満」，「400‒500万円未満」，「500‒600万円未満」が 13.6％で
最頻値となったものの，コロナ禍前後で年収分布に大きな変化は確認されない．
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表 4. 回答者属性 

 
 
 
 
 

問問1166 性性別別
回答数 割合

男性 184 49.1%
女性 189 50.4%
その他 2 0.5%
計 375 100.0%

問問1177 居居住住地地
回答数 割合

徳島市 250 66.7%
県内市町村 120 32.0%
県外 5 1.3%
計 375 100.0%

問問1188 徳徳島島市市内内のの居居住住地地区区
回答数 割合

内町地区 7 2.9%
新町地区 2 0.8%
西富田地区 5 2.1%
東富田地区 9 3.7%
昭和地区 11 4.5%
渭東地区 18 7.4%
渭北地区 20 8.3%
佐古地区 13 5.4%
沖洲地区 10 4.1%
津田地区 9 3.7%
加茂名地区 34 14.0%
加茂地区 16 6.6%
八万地区 17 7.0%
勝占地区 10 4.1%
多家良地区 6 2.5%
不動地区 6 2.5%
入田地区 4 1.7%
上八万地区 10 4.1%
川内地区 12 5.0%
応神地区 3 1.2%
国府地区 19 7.9%
南井上地区 1 0.4%
北井上地区 0 0.0%
計 242 100.0%

問問1199 居居住住地地ででのの居居住住年年数数
回答数 割合

3年未満 37 9.8%
3－5年未満 29 7.7%
5-10年未満 50 13.3%
10-20年未満 91 24.2%
20-30年未満 58 15.4%
30年以上 111 29.5%
計 376 100.0%

問問2200 学学歴歴
回答数 割合

中学校卒 14 3.7%
高等学校卒 130 34.7%
専修・短大卒 91 24.3%
大学卒 115 30.7%
大学院卒 15 4.0%
その他 10 2.7%
計 375 100.0%
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問問2211 世世帯帯（（生生計計をを共共ににししてていいるる））人人数数
2019年 2022年 2019年 2022年
回答数 回答数 割合 割合

1人 44 48 12.1% 13.2%
2 75 84 20.5% 23.1%
3 92 100 25.2% 27.5%
4 106 90 29.0% 24.7%
5 24 25 6.6% 6.9%
6 18 15 4.9% 4.1%
7 5 1 1.4% 0.3%
8 1 1 0.3% 0.3%
計 365 364 100.0% 100.0%

問問2222 世世帯帯構構成成
2019年 2022年 2019年 2022年
回答数 回答数 割合 割合

単身 44 48 12.0% 13.2%
夫婦のみ 62 71 16.9% 19.6%
親と末子18歳未満 128 110 34.9% 30.3%
親と末子18歳以上 95 101 25.9% 27.8%
三世代世帯 32 26 8.7% 7.2%
その他 6 7 1.6% 1.9%
計 367 363 100.0% 100.0%

問問2233 年年齢齢区区分分
2019年 2022年 2019年 2022年
回答数 回答数 割合 割合

10歳代 31 15 8.3% 4.0%
20歳代 51 57 13.6% 15.2%
30歳代 74 66 19.7% 17.6%
40歳代 104 99 27.7% 26.4%
50歳代 76 80 20.3% 21.3%
60歳代 27 40 7.2% 10.7%
70歳代前半 10 13 2.7% 3.5%
75歳以上 2 5 0.5% 1.3%
計 375 375 100.0% 100.0%

問問2244 主主なな職職業業
2019年 2022年 2019年 2022年
回答数 回答数 割合 割合

会社役員 19 24 5.1% 6.5%
正社員 219 217 58.6% 58.3%
自営業者 26 30 7.0% 8.1%
非正規雇用者 51 55 13.6% 14.8%
失業 1 1 0.3% 0.3%
無職 8 11 2.1% 3.0%
専業主婦・主夫 11 10 2.9% 2.7%
学生 38 23 10.2% 6.2%
その他 1 1 0.3% 0.3%
計 374 372 100.0% 100.0%

問問2255 婚婚姻姻状状況況
回答数 回答数 割合 割合

既婚 218 225 58.1% 60.5%
離・死別 30 35 8.0% 9.4%
未婚 127 112 33.9% 30.1%

375 372 100.0% 100.0%
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Ⅲ．おわりに

本稿は，阿波おどりの有名連に属する連員のコロナ禍前後における阿波おどりとの関わりとソーシャ
ル・キャピタルの実態を明らかにすることを目的としたアンケート調査の集計結果をまとめたものであ
る．主な点をまとめると以下の通りである．
まず，回答者属性を見ると，性別は男女がほぼ同数であり，年齢区分では 30‒50歳代で全体の 65％

程度，20歳代以下と 60歳代以上は合わせて 35％程度を占めた．回答者の 80％超が二人以上の世帯で
暮らし，60％程度が既婚者である．70％程度が持家・戸建てに暮らし，45％程度が 20年以上の居住年
数を有している．
つぎに，連員のコロナ禍前後における阿波おどりとの関わりについてまとめると，第１に，連員の活

動への参加度を見ると，「ほぼすべての活動に参加」と「多くの活動に参加」を合わせた割合が，コロ
ナ禍前の 2019年は 82.0％であったのに対して，コロナ禍の 2022年では 63.6％となり，コロナ禍におい
ては連員の活動が制限されたことが確認された．一方で，2023年の同割合はコロナ禍前と同水準の
80.0％まで回復している．第２に，コロナ禍で受けた連の活動の主な制約は，「練習に参加できる連員
の減少」や「おどりを披露する機会の減少」であり，86％程度の連員が回答した．そのうち，練習とお
どりの量が半分以上減少したと回答した連員の割合はそれぞれ 67.5％と 76.2％に及んだ．第３に，連の
活動における今後の課題については，86.9％が「連員数の確保」，75.1％が「若い連員の確保」を挙げて
おり，活動を維持するためには，若年層へのすそ野拡大が課題であることが確認された．
さらに，連員のコロナ禍前後におけるソーシャル・キャピタルの実態についてまとめると，第１に，

15 

問問2266 住住ままいいのの状状況況
2019年 2022年 2019年 2022年
回答数 回答数 割合 割合

持家・戸建て 260 266 69.9% 71.7%
持家・集合住宅 22 20 5.9% 5.4%
借家・戸建て 12 10 3.2% 2.7%
借家・集合住宅 76 75 20.4% 20.2%
その他 2 0 0.5% 0.0%
計 372 371 100.0% 100.0%

問問2277 世世帯帯年年収収
2019年 2022年 2019年 2022年
回答数 回答数 割合 割合

100万円未満 13 5 3.6% 1.4%
100-200万円未満 17 23 4.7% 6.5%
200-300万円未満 38 33 10.6% 9.3%
300-400万円未満 38 48 10.6% 13.6%
400-500万円未満 43 48 12.0% 13.6%
500-600万円未満 46 48 12.8% 13.6%
600-700万円未満 36 36 10.1% 10.2%
700-800万円未満 31 28 8.7% 7.9%
800-900万円未満 32 27 8.9% 7.6%
900-1000万円未満 17 19 4.7% 5.4%
1000-1200万円未満 24 23 6.7% 6.5%
1200-1500万円未満 16 6 4.5% 1.7%
1500-2000万円未満 5 9 1.4% 2.5%
2000万円以上 2 1 0.6% 0.3%
計 358 354 100.0% 100.0%
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定住意向や地域活動への積極性を示す地域への愛着は，80％超が愛着を感じていると回答し，愛着が強
いことが確認された．第２に，QOLを示す生活全般や健康状態への満足度については，コロナ禍の
2022年はコロナ禍前（2019年）よりも低下したものの，2023年には回復傾向にあることが確認された．
第３に，付き合い・交流を示す家族や友人と出かける頻度，近所の人との付き合いや学校や職場の人と
の付き合いについても，コロナ禍の 2022年の満足度はコロナ禍前（2019年）よりも低下し，2023年に
は回復傾向にあることが確認された．第４に，信頼については，同じ地域・町内の顔見知りの人，同じ
地域・町内の他人で知らない人，地域外・町外の他人で知らない人への信頼のいずれも，コロナ禍前後
で大きな変化は確認されなかった．第５に，社会参加を示す地域活動，ボランティア活動や，個人的な
つながりを示すスポーツや趣味の活動についてはいずれも，コロナ禍の 2022年にはコロナ禍前（2019年）
と 2023年よりも低下したことが確認された．
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Ⅳ. 付録：調査票 

阿波おどりの連に所属する皆様へ                                        

 

阿阿波波おおどどりりとと地地域域社社会会ととのの関関わわりりににつついいててのの  
アアンンケケーートト協協⼒⼒ののおお願願いい  

  

⽇頃より、徳島市政の推進にご理解とご協⼒をいただき厚くお礼申し上げます。 
この度、徳島市と⽇本⼤学経済学部は共同で、市⺠の皆様の阿波おどりとの関わりが、⼈と⼈とのつ

ながりや⽇常⽣活などに与える影響を調査することを通じて、徳島の伝統⽂化である阿波おどりの意義
を学術的に明らかにすることを⽬的に、アンケート調査を実施することといたしました。 

本調査は、阿波おどりの連に属する 15 歳以上の市⺠の⽅にご協⼒をお願いしております。調査の結
果については、今後の阿波おどりや本市観光に関する施策、広報に活⽤するとともに、2023 年刊⾏の⽇
本⼤学等で発⾏される学術雑誌を通じて公表する予定としています。ご回答いただいた内容はすべて統
計的に処理し、回答内容から個⼈が特定されたり、他の⽬的に利⽤することは⼀切ありません。なお、
本調査は、⽇本⼤学経済学部産業経営研究所の助成（令和４年度 研究プロジェクト）を受けて実施して
います。 

お忙しいところ、お⼿数をおかけしますが、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協⼒くださいますよ
うお願いいたします。 
         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

ごご記記入入にに際際ししててののごご説説明明  

1. 本本調調査査はは、、現現在在、、連連にに所所属属さされれてていいるる 1155 歳歳以以上上のの方方をを対対象象ととししてていいまますす。 

2. いくつかの設問は、新新型型ココロロナナウウイイルルススのの感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））、、昨昨年年（（22002222 年年））、、今今年年

((22002233 年年))で分けてお答えください。なお、感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））とと昨昨年年（（22002222 年年））はは当当時時のの状状

況況をを思思いい浮浮かかべべてて、、今今年年((22002233 年年))はは 55 月月ままででのの状状況況ををおお答答ええくくだだささいい。。 

3. ご回答は、あてはまる選択肢の番号を○印で囲んでください。 

4. 特に注釈がない質問については、あてはまる選択肢一つだけを選んでください。 

5. 回答の中で、「その他」を選んだ場合は、（  ）内などに具体的な内容をご記入ください。 

6. ご記入いただいた調査票は、受受けけ取取りり後後、、３３週週間間後後ままででにに同封の返信用封筒でご返送くださ

い。 

なお、返信用封筒の切手は不要です。 
  

●調
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◆◆ああななたたのの阿阿波波おおどどりりのの連連ととのの関関わわりりににつついいてておお聞聞ききししまますす。。  
  

((問問 11))  ああななたたははココロロナナ禍禍のの前前後後でで８８月月のの阿阿波波おおどどりり本本番番ままででにに連連のの活活動動ににどどのの程程度度参参加加ししままししたたかか。。  

  ※※新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））、、昨昨年年（（22002222 年年））、、今今年年（（22002233 年年））でで分分けけてておお答答ええくくだだささいい。。  

  ※※今今年年（（22002233 年年））はは 55 月月ままででのの状状況況ををおお答答ええくくだだささいい。。 
 

 

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））  昨昨年年（（22002222 年年））  今今年年（（22002233 年年））  

ほ
ぼ
全
て
の
活
動
に
参
加 

多
く
の
活
動
に
参
加
し
た 

半
分
程
度
参
加
し
た 

あ
ま
り
参
加
し
な
か
っ
た 

全
く
参
加
し
な
か
っ
た 

ほ
ぼ
全
て
の
活
動
に
参
加 

多
く
の
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動
に
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加
し
た 

半
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程
度
参
加
し
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り
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し
な
か
っ
た 

全
く
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し
な
か
っ
た 

ほ
ぼ
全
て
の
活
動
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多
く
の
活
動
に
参
加
し
た 

半
分
程
度
参
加
し
た 

あ
ま
り
参
加
し
な
か
っ
た 

全
く
参
加
し
な
か
っ
た 

記入例 １ ○2  3 ４ ５ 1 2 ３ ○4  ５ 1 2 ○3  ４ ５ 

参加の頻度 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
  

((問問 22))  ああななたたがが､､現現在在のの連連にに所所属属ししたた「「ききっっかかけけ」」をを次次のの中中かからら選選んんででくくだだささいい。。    

※※ああててははままるるもものの全全ててにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。  

１．連の知人から誘われたから  ２．友達に誘われたから  ３．家族に誘われたから 

４．地域の集まりや町内会等で誘われたから ５．自分自身で参加したいと思ったから 

６．その他 （具体的に                                                     ） 
  

((問問 33))  ああななたたははいいつつかからら、、現現在在のの連連にに所所属属ししままししたたかか。。    

１．小学生かそれ以前から  ２．中学生の頃から  ３．高校生の頃から 

４．高校卒業後の学生の頃から ５．社会人になってから 

６．その他 （具体的に                                                       ） 
  

((問問 44))  現現在在のの連連にに所所属属ししてて何何年年ににななりりまますすかか。。                 

 １．1 年未満  ２．1 年～3 年未満  ３．3 年～5 年未満 

 ４．5 年～10 年未満  ５．10 年～20 年未満 ６．20 年以上 
  

((問問 55))  ああななたた自自身身のの連連のの活活動動ののたためめにに、、年年間間いいくくらら負負担担ををししてていいまますすかか。。   

  ※※月月単単位位でで生生じじるる費費用用やや数数年年ににわわたたっってて使使用用すするるももののはは、、11 年年ああたたりりにに換換算算ししててくくだだささいい。。    

ままたた、、ごご家家族族全全体体ででははななくく、、ああななたた個個人人ののたためめにに負負担担ししたた額額ををおお答答ええくくだだささいい。。  

 １．会費 年間 円 

 ２．踊り衣装一式（網笠、下駄､足袋等含む） 年間 円 

 ３．鳴り物一式 年間 円 

 ４．その他（具体的に                            ） 年間 円 

 ５．その他（具体的に                            ） 年間 円 

 ６．その他（具体的に                            ） 年間 円 
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◆◆ああななたたがが所所属属すするる連連ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。  
  

((問問 66))  ああななたたがが所所属属すするる連連のの連連員員数数ははどどのの程程度度でですすかか。。 

 １．50 人未満  ２．50～100 人未満  ３．100～150 人未満 ４．150 人以上 
  

((問問 77))  ココロロナナ禍禍でで連連のの活活動動ににどどののよよううなな変変化化がが起起ききままししたたかか。。そそのの他他ににはは、、選選択択肢肢以以外外のの変変化化やや好好

ままししいい変変化化ががああれればば、、具具体体的的にに記記入入ししててくくだだささいい。。※※ああててははままるるもものの全全ててにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。  

１．特に変化はなかった  ２．連を辞める人が増えた  ３．練習場所が確保できなかった 

４．練習やミーティングが減少した  ５．家庭や仕事の事情で練習に参加できる連員が減少した 

６．おどりを披露する機会が減少した ７．連員同士の交流（懇親会等）が減少した 

８．その他（具体的に                                                   

） 
  

((問問 88))  問問 77 でで、、練練習習ややおおどどりりをを披披露露すするる機機会会がが減減少少ししたた（（選選択択肢肢４４ままたたはは選選択択肢肢６６））とと回回答答ししたた方方にに

おお聞聞ききししまますす。。新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））とと比比較較ししてて、、ココロロナナ禍禍でで練練習習ややおおどどりりのの

機機会会ははどどのの程程度度減減少少ししままししたたかか。。  

①①  昨昨年年（（22002222 年年））のの練練習習    （（感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））ととのの比比較較））  

 １．少し（1 割～2 割）減少 ２．ある程度（3 割～4 割）減少 ３．半分程度（5 割程度）減少 

４．かなり（6 割～7 割）減少 ５．ほとんど（8 割以上）無くなった 
  

  

②②  昨昨年年（（22002222 年年））ののおおどどりりをを披披露露すするる機機会会  （（感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））ととのの比比較較））  

 １．少し（1 割～2 割）減少 ２．ある程度（3 割～4 割）減少 ３．半分程度（5 割程度）減少 

４．かなり（6 割～7 割）減少 ５．ほとんど（8 割以上）無くなった 
  

((問問 99))  ああななたたがが所所属属すするる連連でではは、、今今後後のの活活動動ににああたたっっててどどののよよううなな課課題題ががああるるとと思思いいまますすかか。。  

※※ああててははままるるもものの全全ててにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。  

１．特に課題はない  ２．連員数の確保  ３．連員の高齢化 

４．若い連員の確保  ５．活動資金の確保 ６．おどりを披露する機会の確保 

７．練習場所の確保 ８．伝統技能の継承 ９．活動への社会や住民等の理解  

10．その他 （（そそのの他他にに具具体体的的なな課課題題ががああれればば､､以以下下にに自自由由ににごご記記入入くくだだささいい）） 

 

 

 

  

◆◆ああななたたとと地地域域社社会会ととのの関関わわりりににつついいてておお聞聞ききししまますす。。  
  

((問問 1100))  ああななたたはは現現在在、、居居住住すするる地地域域・・町町内内にに愛愛着着をを感感じじてていいまますすかか。。  

 １．愛着を感じている  ２．少しは愛着を感じている  ３．どちらともいえない 

 ４．あまり愛着を感じていない  ５．愛着を感じていない  
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問問 1111～～問問 1155 はは感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））とと昨昨年年（（22002222 年年））、、今今年年（（22002233 年年））でで分分けけてておお答答ええくくだだささいい。。  

  

((問問 1111))  ああななたた自自身身のの生生活活全全般般やや健健康康状状態態ににつついいてて、、最最もも不不満満なな状状態態をを「「00 点点」」、、最最もも満満足足なな状状態態

をを「「1100 点点」」ととししたた場場合合、、ああななたたがが感感じじるる満満足足度度にに最最ももああててははままるる数数値値にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。 

 感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年）） 昨昨年年（（22002222 年年）） 今今年年（（22002233 年年））  

最
も
不
満 ← 

   

普
通 

   

→ 

最
も
満
足 

最
も
不
満 ←    

普
通    → 

最
も
満
足 

最
も
不
満 ←    

普
通    → 

最
も
満
足 

記入例  ０ １ ２ ３ ４ ５ ○6 7 ８ ９ １０ ０ １ ２ ３ ４ ○5  6 7 ８ ９ １０ ０ １ ２ ３ ４ ５ ○6 7 ８ ９ １０ 

生活 

全般 
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

健康 

状態 
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

  

((問問 1122))  ああななたたはは日日頃頃、、家家族族やや友友人人とと一一緒緒ににどどのの程程度度出出かかけけたたりり、、会会っったたりりししてていいまますすかか。。  

 

 

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））  昨昨年年（（22002222 年年））  今今年年（（22002233 年年））  

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
～
数
回
程
度 

半
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

年
に
１
回
～
数
回
程
度 

数
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

全
く
な
い 

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
～
数
回
程
度 

半
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

年
に
１
回
～
数
回
程
度 

数
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

全
く
な
い 

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
～
数
回
程
度 

半
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

年
に
１
回
～
数
回
程
度 

数
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

全
く
な
い 

家族と買い物や外食をす

る頻度 
１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

友人と学校・職場以外で

会う頻度 
１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

  

((問問 1133))  ああななたたはは、、次次のの人人々々ととどどののよよううなな付付きき合合いいををししてていいまますすかか。。  

 感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））  昨昨年年（（22002222 年年））  今今年年（（22002233 年年））  

家
族
と
同
じ
よ
う
な
付
き
合
い 

互
い
に
相
談
し
た
り
、
生
活
面
で
も
協
力
す
る 

日
常
的
に
立
ち
話
を
す
る 

あ
い
さ
つ
程
度
の
付
き
合
い 

全
く
付
き
合
っ
て
い
な
い 

家
族
と
同
じ
よ
う
な
付
き
合
い 

互
い
に
相
談
し
た
り
、
生
活
面
で
も
協
力
す
る 

日
常
的
に
立
ち
話
を
す
る 

あ
い
さ
つ
程
度
の
付
き
合
い 

全
く
付
き
合
っ
て
い
な
い 

家
族
と
同
じ
よ
う
な
付
き
合
い 

互
い
に
相
談
し
た
り
、
生
活
面
で
も
協
力
す
る 

日
常
的
に
立
ち
話
を
す
る 

あ
い
さ
つ
程
度
の
付
き
合
い 

全
く
付
き
合
っ
て
い
な
い 

近所の人 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

学校や職場の人 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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((問問 1144))  ああななたたはは、、次次のの人人々々をを信信頼頼ででききまますすかか。。  

 感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））  昨昨年年（（22002222 年年））  今今年年（（22002233 年年））  

と
て
も
信
頼
で
き
る 

信
頼
で
き
る 

あ
る
程
度
信
頼
で
き
る 

ほ
と
ん
ど
信
頼
で
き
な
い 

全
く
信
頼
で
き
な
い 

と
て
も
信
頼
で
き
る 

信
頼
で
き
る 

あ
る
程
度
信
頼
で
き
る 

ほ
と
ん
ど
信
頼
で
き
な
い 

全
く
信
頼
で
き
な
い 

と
て
も
信
頼
で
き
る 

信
頼
で
き
る 

あ
る
程
度
信
頼
で
き
る 

ほ
と
ん
ど
信
頼
で
き
な
い 

全
く
信
頼
で
き
な
い 

同じ地域・町内の 

顔見知りの人 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

同じ地域・町内の 

他人で知らない人 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

地域外・町外の 

他人で知らない人 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

  

  

((問問 1155))  ああななたたはは、、阿阿波波おおどどりり以以外外のの活活動動でで、、次次のの三三つつのの活活動動ににどどのの程程度度参参加加ししてていいまますすかか。。  

※※地地域域等等のの行行事事、、ボボラランンテティィアア、、趣趣味味等等でで阿阿波波おおどどりりにに関関すするるももののやや連連のの活活動動以以外外ででおお答答ええくくだだささいい。。  
  

 感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））  昨昨年年（（22002222 年年））  今今年年（（22002233 年年））  

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
～
数
回
程
度 

半
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

年
に
１
回
～
数
回
程
度 

数
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

全
く
参
加
し
て
い
な
い 

活
動
が
身
近
に
な
い 

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
～
数
回
程
度 

半
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

年
に
１
回
～
数
回
程
度 

数
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

全
く
参
加
し
て
い
な
い 

活
動
が
身
近
に
な
い 

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
～
数
回
程
度 

半
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

年
に
１
回
～
数
回
程
度 

数
年
に
１
回
～
数
回
程
度 

全
く
参
加
し
て
い
な
い 

活
動
が
身
近
に
な
い 

地域の活動 

（町内会の行事等） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ボランティア活動

や市民活動 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

スポーツ・趣味・学

習等の活動 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
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◆◆最最後後にに、、ああななたたののここととににつついいてておお聞聞ききししまますす。。  

ここのの質質問問はは統統計計的的にに処処理理すするるたためめにに使使用用すするるももののでで、、個個人人をを特特定定すするるももののででははあありりまませせんん。。   
  

((問問 1166))  ああななたたのの性性別別ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

 １．男性  ２．女性 ３．その他 

  

((問問 1177))  ああななたたのの居居住住地地ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

 １．徳島市  ２．徳島市以外の県内市町村 ３．県外 

  

((問問 1188))  徳徳島島市市民民のの方方はは、、現現在在ののおお住住いいのの地地区区にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。  

１. 内町 ２. 新町 ３. 西富田 ４. 東富田 ５. 昭和 ６. 渭東 

７. 渭北 ８. 佐古 ９. 沖洲 10. 津田 11. 加茂名 12. 加茂 

13. 八万 14. 勝占 15. 多家良 16. 不動 17. 入田 18. 上八万  

19. 川内 20. 応神 21. 国府 22. 南井上 23. 北井上  

  

  

  
  

((問問 1199))  ああななたたのの現現在在のの居居住住地地ででのの居居住住年年数数ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

 １．３年未満  ２．３年～５年未満  ３．５年～10 年未満 

 ４．10 年～20 年未満  ５．20 年～30 年未満 ６．30 年以上 

  

((問問 2200))  ああななたたのの学学歴歴ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。    

 １． 中学校卒  ２． 高等学校卒  ３． 専修学校・短大卒 

 ４． 四年制大学卒  ５． 大学院卒 ６.  その他 

  

  

問問 2211～～問問 2277 ははココロロナナウウイイルルススのの感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））とと 22002222 年年末末時時点点でで分分けけてておお答答ええくくだだささいい。。  
  

((問問 2211))  ああななたたのの世世帯帯人人数数（（生生計計をを共共ににししてていいるる人人数数））をを以以下下のの（（  ））内内にに記記入入ししててくくだだささいい。。  

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年）） 22002222 年年末末時時点点 

あなたを含めて  （       ）人  あなたを含めて   （      ）人  
  

((問問 2222))  ああななたたのの世世帯帯のの構構成成ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年）） 22002222 年年末末時時点点 

１．単身（あなた１人） １．単身（あなた１人） 

 ２．夫婦のみ ２．夫婦のみ 

３．親と末子が 18 歳未満の子どもの二世代世帯 ３．親と末子が 18 歳未満の子どもの二世代世帯 

 ４．親と末子が 18 歳以上の子どもの二世代世帯 ４．親と末子が 18 歳以上の子どもの二世代世帯 

５．三世代世帯 ５．三世代世帯 

６．その他（具体的に                        ） ６．その他（具体的に                       ） 

  

    

町名  
※※地地区区がが不不明明なな場場合合ににはは右右のの欄欄にに  

「「町町名名」」をを記記入入ししててくくだだささいい．． 
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((問問 2233))  ああななたたのの年年齢齢ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年）） 22002222 年年末末時時点点 

１．１０歳代 １．１０歳代 

 ２．２０歳代 ２．２０歳代 

３．３０歳代 ３．３０歳代 

 ４．４０歳代 ４．４０歳代 

５．５０歳代 ５．５０歳代 

６．６０歳代 ６．６０歳代 

７．７０歳代前半 ７．７０歳代前半 

８．７５歳以上 ８．７５歳以上 
  

((問問 2244))  ああななたたのの主主なな職職業業ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年）） 22002222 年年末末時時点点 

１．会社などの役員 １．会社などの役員 

２．会社などの正社員（会社役員を除く）・正規の

公務員・教員 

２．会社などの正社員（会社役員を除く）・正規の

公務員・教員 

３．自営業者（手伝いを含む） ３．自営業者（手伝いを含む） 

４．非正規雇用（パート・アルバイト、契約・派遣社員） ４．非正規雇用（パート・アルバイト、契約・派遣社員） 

５．仕事をしていないが、求職中 ５．仕事をしていないが、求職中 

６．仕事をしておらず探していない（退職など） ６．仕事をしておらず探していない（退職など） 

７．専業主婦・主夫 ７．専業主婦・主夫 

８．学生 ８．学生 

９．その他（具体的に                        ） ９．その他（具体的に                        ） 
  

((問問 2255))  ああななたたのの婚婚姻姻状状況況ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年）） 22002222 年年末末時時点点 

１．既婚 １．既婚 

 ２．配偶者と離別・死別 ２．配偶者と離別・死別 

 ３．未婚 ３．未婚 
  

((問問 2266))  ああななたたのの住住ままいいににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年）） 22002222 年年末末時時点点 

１．持家 一戸建て １．持家 一戸建て 

２．持家 集合住宅（マンション・アパート等） ２．持家 集合住宅（マンション・アパート等） 

３．借家 一戸建て ３．借家 一戸建て 

４．借家 集合住宅（マンション・アパート等） ４．借家 集合住宅（マンション・アパート等） 

５．その他（具体的に                        ） ５．その他（具体的に                        ） 
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  ((問問 2277))  ああななたたのの世世帯帯のの年年収収（（生生計計をを共共ににししてていいるる家家族族全全体体、、税税込込みみ））ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。 

感感染染拡拡大大前前（（22001199 年年））のの世世帯帯年年収収 22002222 年年のの世世帯帯年年収収（（見見込込）） 

１．100 万円未満 １．100 万円未満 

 ２．100～200 万円未満 ２．100～200 万円未満 

３．200～300 万円未満 ３．200～300 万円未満 

 ４．300～400 万円未満 ４．300～400 万円未満 

５．400～500 万円未満 ５．400～500 万円未満 

 ６．500～600 万円未満 ６．500～600 万円未満 

７．600～700 万円未満 ７．600～700 万円未満 

 ８．700～800 万円未満 ８．700～800 万円未満 

９．800～900 万円未満 ９．800～900 万円未満 

10．900～1000 万円未満 10．900～1000 万円未満 

11．1000～1200 万円未満 11．1000～1200 万円未満 

12．1200～1500 万円未満 12．1200～1500 万円未満 

13．1500～2000 万円未満 13．1500～2000 万円未満 

14．2000 万円以上 14．2000 万円以上 
  

((問問 2288))  阿阿波波おおどどりりやや地地域域社社会会ににつついいてて、、ああななたたののごご意意見見ををごご自自由由ににおお書書ききくくだだささいい。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質質問問項項目目はは以以上上でですす。。長長時時間間ごご協協力力いいたただだきき、、誠誠ににあありりががととううごござざいいままししたた。。  

ごご記記入入いいたただだいいたたアアンンケケーートト用用紙紙はは、、受受けけ取取りり後後、、３３週週間間後後ままででにに同同封封のの返返信信用用封封筒筒（（切切手手不不要要））ででごご返返送送くくだだささいい。。 
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